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４月２６日（金）にＰＴＡ授業参観、ＰＴＡ

総会を開催しましたところ、本当にたくさんの

保護者の方に参加していただき、心から感謝申

しあげます。参観していただいた授業の感想は

どうだったでしょうか？ 新たな学年となり、

生徒たちも日々の授業に真剣に取り組んでいま

す。そんな様子を感じとっていただけたでしょ

うか。また、授業参観後に実施したＰＴＡ総会、

学級・学年懇談会にも、たくさんの保護者のみ

なさんが残ってくださいました。ＰＴＡ総会後

に、ＰＴＡ役員の方が「こんなことならもっと

たくさんのござを準備しておけば良かった」と

言っておられたのが印象的でした。今後も、参

観日、部活動参観日、学校公開、運動会、文化

祭など、学校の様子を見ていただける機会を準

備していきますので、たくさんご来校いただけ

ればと思います。

仏教の世界では、そうじは「心を磨く」修

行だと言われているそうです。ただ無心に掃

除をする時間は心にたまったホコリを払い、

心をきれいにしてくれると言われているので

す。でも、本当にそうなのだろうかと思い調

べてみました。脳科学という学問的にも、部屋や

机の上などの様子はその人の脳（心）の状態が現

れる傾向にあるそうです。ストレスがたまってい

たり、イライラしたりしているとき、その人の周

辺は汚れている傾向があり、心がスッキリとして

いる人の周辺はきれいな傾向があるそうです。す

なわち、イライラしている人はそうじができない

ということです。しかし、逆のことも言えるそう

です。そうじに頑張っている人はそのことで心がスッキリし、いろいろなことに頑張

れる力がわいてくるそうなのです。

それを仏教の世界では「心を磨く」 ホームページで日々の学校生活の様

と言っているのです。イライラして 子を紹介しています。

（裏面に続く） https://www.torikyo.ed.jp/yurihama-j/



いる人、いろいろなことが面白くないと思ってい

る人、ストレスを感じている人、運が悪いと思っ

ている人（大谷翔平選手は「ゴミ拾いするのは、

人が捨てた運を拾っているのだ」と言っています）

などは、普段の自分のそうじ中の様子を振り返っ

てみてください。原因はそうじに頑張っていない

ことかもしれませんよ。

始業式、入学式でも話をしましたが、学校にお

けるそうじはみなさんの勤労・奉仕の心、将来の仕事に対する姿勢にもつながってい

きます。みなさんが幸せに生きるためにも、そうじができる人間を目指してください。

ＰＴＡ総会の時に話をさせていただいたように、

本校の学校経営方針を何回かに分けて説明させて

いただきたいと思います。

１ 校 訓 『三智創造』

湯梨浜中学校に特色ある三つの地域の人材が集

い、ともに学び、創造性豊かな人間形成をめざし、未

来を見据え、「開智（知識を広げる）・仁智（思いやり

があって賢い）・叡智（優れた知恵）」を修めた人材が

新たな智を創造する。

開校以来変更されていない校訓です。湯梨浜中

学校では、この校訓を今後も大切にしていきたい

と考えています。意味としては、「羽合、東郷、

泊の各小学校（地区）で素晴らしい学びをしてき

た生徒たちが、湯梨浜中学校に集い、この学校で

の仲間たちとの学びを通して、さらに知識を広げ、

深め、そして温かな心も育んでいく」という意味

ではないでしょうか。その思いは湯梨浜中学校の

校歌の中にも込められています。

２ 教育目標

（１）知育・徳育・体育の向上をめざし、未来を切り拓くたくましさを身につけた生徒の育成

（２）人権を尊重し、人と人とのつながりを大切にし、思いやりのある心豊かな生徒の育成

（３）ふるさとに関心を持ち、ふるさとを愛し、地域社会に貢献しようとする生徒の育成

「（１）、（２）は教育の基本である知（確かな学力）・徳（豊かな人間性）・体（健や

かな体）をバランスよく成長させ、変化の激しいこれからの社会で生きぬいていける

力をもった生徒を育てていくという目標です。（３）はふるさと湯梨浜を愛し、この

町に貢献したいと思える生徒を育てていくという目標ですが、仮に湯梨浜町以外のと

ころに住むことになってもかまわないと考えています。湯梨浜町への思いを抱きなが

ら、その時に住んでいる自分の町を大切にできる人になっていればそれでいいと思い

ます。」

次号では、めざす学校像、生徒像について説明をさせていただきます。

「湯梨浜中学校 校歌」

作詞 小谷惠造

作曲 小谷敏彦

１ 鶴の湖の

畔に集う 若人が

水の面を 鏡とし

曇りなき叡智を 磨き立て

興せよ 湯梨浜中学校

２ 潮風の

甲亀の丘より 見晴かす

果てなく広き 海の如

開ける智恵を 鍛え上げ

誇れよ 湯梨浜中学校

３ 名にし負う

伯耆の国の 一の宮

杜の恵みの 仁智こそ

若き我らが 宝なれ

讃えよ 湯梨浜中学校


